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『
富
山
大
学
日
本
文
学
研
究
』
第
三
号
を
お
届
け
す
る
。

本
号
に
は
一
＿

o-
七
年
度
の
共
同
研
究
の
成
果
と
し
て
現
代
批
評
教
材

の
特
集
を
編
ん
だ
。
ま
た
、
会
員
の
卒
論
（
一
部
）
と
会
員
の
共
著
の
新

編

集

後

記

第
一
条
こ
の
会
は
富
山
大
学
人
間
発
達
科
学
部
日
本
文
学
会
と
称
し
、

事
務
局
を
富
山
大
学
人
間
発
達
科
学
部
日
本
文
学
研
究
室
（
富
山

県
宮
山
市
五
福
三
一
九

0
)
に
置
く
。

第
二
条
こ
の
会
は
会
員
相
互
の
協
力
に
よ
り
、
日
本
文
学
研
究
を
進
め

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
三
条
こ
の
会
は
前
条
の
目
的
の
達
成
の
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
。

1

研
究
発
表
会
、
公
開
講
演
会
な
ど
の
開
催
。

2

機
関
誌
な
ど
の
刊
行

3

そ
の
他
、
会
の
目
的
の
達
成
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項
。

第
四
条
こ
の
会
の
設
立
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
富
山
大
学
人
間
発
達
科
学

部
日
本
文
学
分
野
の
教
員
お
よ
び
在
学
生
、
院
生
、
卒
業
生
、
修

了
生
を
も
っ
て
会
員
と
す
る
。
こ
の
他
、
こ
の
会
の
設
立
の
趣
旨

に
賛
同
す
る
も
の
を
も
っ
て
会
員
と
す
る
。

第
五
条
前
条
の
会
員
は
一
般
会
員
及
び
維
持
会
員
で
組
織
す
る
。

富
山
大
学
人
間
発
達
科
学
部
日
本
文
学
会
会
則

印
刷
所

二

0
一
八
年
一
月
二

0
日

印

刷

二

0
一
八
年
―
一
月
一
五
日
発
行

刊
紹
介
も
掲
載
し
た
。
学
内
外
の
執
筆
者
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
。

富
山
大
学
に
限
ら
ず
全
国
で
教
員
免
許
科
目
の
再
課
程
認
定
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
か
つ
て
旧
教
育
学
部
改
組
の
際
に
行
っ
た
国
語
免
許
課
程
認

定
返
上
が
地
域
の
国
語
科
教
育
に
与
え
た
打
撃
は
大
き
い
が
、
国
語
免
許

課
程
認
定
復
活
の
努
力
を
、
本
学
部
に
残
っ
た
、
ま
た
そ
の
後
着
任
し
た

国
語
担
当
教
員
は
続
け
て
い
る
。
今
後
予
定
の
改
革
が
、
大
学
・
学
部
・

附
属
学
校
・
一
般
校
・
学
生
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
方
向
に
向
か
っ
て
く
れ

れ
ば
と
思
う
。

改
め
て
、
本
誌
が
、
富
山
大
学
人
間
発
達
科
学
部
国
語
教
育
関
係
者
の

研
究
・
教
育
に
一
層
寄
与
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
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